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今日の人

JA共済総合研究所理事長に就任した 吉村 馨さん

◎令和8月大雨の農林水産関係被害は20日現在で95億円

｢農林水産業への影響を最小限にするよう対応｣と農相

◎｢国内景気の本格回復入りは22年度入り後にずれ込み｣=農中総研改訂経済見通し

◎農水省等が今秋､ｻｽﾃﾅｳｨｰｸを開催しｻｽﾃﾅﾌﾞﾙな取組をPR

◎野上農相とﾃﾞﾝﾏｰｸ農相が国連食料ｼｽﾃﾑｻﾐｯﾄの意見交換

人事 全国農協保証ｾﾝﾀｰ/IDACA

企業情報 ﾍﾞﾙｸﾞｱｰｽ

技術情報 気候変動を考慮した飢餓ﾘｽｸ算定

農村振興ﾌﾟﾛｾｽ事例概要 景観形成を通じた地域の活性化､等

ﾎｯﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ 小山さんの｢好きです!遠州｣

Ｊ
Ａ
共
済
総
合
研
究
所
理
事
長
に
就
任
し
た

吉

村

馨

さ

ん

〈
関
連
記
事
８
ペ
ー
ジ
〉
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小
山
さ
ん
の
「
好
き
で
す
！
遠
州
」

今
い
る
政
治
家
の
中
で
、
協
同
組
合
の
大
切
さ
を
最
も

理
解
し
国
会
の
中
で
も
外
で
も
活
動
し
て
い
る
の
は
小
山
展
弘
と
い
う
人

物
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
在
、
野
に
下
っ
て
い
る
が
、
議
員
現
職
当
時
も
、

超
党
派
の
報
徳
思
想
研
究
議
連
や
協
同
組
合
振
興
研
究
議
連
を
作
る
な
ど

協
同
組
合
の
法
政
上
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
地
位
向
上
の
た
め
に
活
動
し
て
き

た
。
そ
の
小
山
さ
ん
が
一
冊
の
本
を
志
學
社
か
ら
上
梓
し
た
。
や
や
軟
な

感
じ
が
す
る
タ
イ
ト
ル
だ
が
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
多
い
▼
政
治
家
が

書
い
た
本
は
往
々
に
し
て
手
柄
話
で
面
白
く
な
い
し
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

は
少
な
い
。
こ
の
本
は
違
う
。
勉
強
に
な
る
。
遠
州
地
方
に
「
Ｎ
Ｅ
Ｏ
ぱ

ん
ぷ
き
ん
」
と
い
う
月
刊
地
域
雑
誌
が
あ
る
そ
う
な
。
そ
の
編
集
長
に
請

わ
れ
て
「
好
き
で
す
『
遠
州
』
！
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
た
の
が

小
山
さ
ん
だ
っ
た
。
小
山
さ
ん
も
力
が
入
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
読
者
に
読

ん
で
も
ら
え
る
も
の
を
書
か
な
く
て
は
と
。
そ
し
て
こ
の
雑
誌
の
コ
ー
ナ
ー

に
書
き
続
け
た
短
文
を
ま
と
め
て
本
に
し
た
の
が
こ
の
本
で
あ
る
。
①
遠

州
に
あ
る
二
九
の
神
社
仏
閣
見
聞
録
、
②
遠
州
に
ま
つ
わ
る
歴
史
・
文
化
、

物
語
の
紹
介
、
そ
し
て
③
「
現
代
へ
の
示
唆
」
と
し
て
二
宮
尊
徳
「
報
徳

思
想
」
と
石
橋
湛
山
の
小
日
本
主
義
の
紹
介
、
が
こ
の
本
の
内
容
で
あ
る

▼
「
神
社
・
仏
閣
」
は
、
実
際
に
赴
い
て
文
献
と
合
わ
せ
書
い
て
い
る
だ

け
に
臨
場
感
が
あ
り
、
読
む
人
が
「
こ
の
お
寺
が
・
・
」
「
こ
の
お
宮
が
・
・
」

と
い
う
親
近
感
を
持
た
せ
る
。
「
歴
史
・
文
化
、
物
語
」
で
は
、
改
め
て

今
川
義
元
の
歴
史
的
評
価
の
見
直
し
や
徳
川
家
康
を
登
場
さ
せ
「
遠
州
」

と
い
う
地
域
の
歴
史
的
重
要
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
「
現
代
へ
の
示

唆
」
は
言
わ
ず
も
が
な
小
山
さ
ん
の
今
の
考
え
の
源
泉
で
あ
る
。
掛
川
の

大
日
本
報
徳
社
の
存
在
を
紹
介
し
「
報
徳
立
国
・
日
本
を
創
ろ
う
」
と
訴

え
る
。
氏
は
か
つ
て
農
林
中
金
に
勤
め
て
い
た
時
上
司
に
「
痛
み
を
共
有

で
き
る
姿
勢
を
持
て
」
と
言
わ
れ
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
さ
に
今

あ
る
小
山
さ
ん
の
原
点
で
あ
る
▼
中
に
喝
采
の
箇
所
が
あ
る
。
小
山
さ
ん

が
学
ん
だ
磐
田
西
小
学
校
に
あ
る
樹
齢
四
〇
〇
年
余
の
ソ
テ
ツ
が
、
家
康

公
の
お
手
植
え
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
献
を

読
み
解
き
こ
う
指
摘
し
大
変
な
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
か
▼
こ
の
本
は
、

遠
州
の
人
は
言
わ
ず
も
が
な
、
地
域
を
豊
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
志
向
す

る
人
に
と
っ
て
、
歴
史
や
文
化
を
学
び
物
語
を
知
る
こ
と
が
、
大
事
な
こ

と
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
好
著
で
あ
る
。

（
ト
ミ
ー
＆
Ｙ
）
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令
和
８
月
大
雨
の
農
林
水
産
関
係
被
害
は
20
日
現
在
で
95
億
円

「
農
林
水
産
業
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
対
応
」
と
農
相

令
和
３
年
８
月
の
大
雨
に
よ
る
農
林
水
産
関
係
被
害
は
20
日
13
時
30
分

時
点
で
９
５
・
３
億
円
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

野
上
農
相
は
20
日
の
定
例
会
見
で
大
雨
被
害
に
つ
い
て
触
れ
、
「
防
災

重
点
た
め
池
の
損
傷
や
、
農
地
・
農
業
用
施
設
に
お
け
る
法
面
崩
れ
、
農

作
物
の
被
害
、
林
地
や
林
道
施
設
に
お
け
る
山
腹
崩
壊
や
法
面
崩
れ
な
ど

の
被
害
が
報
告
を
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
大
雨
が
続
い
て
い
る
地
域
も
あ
る

の
で
、
大
部
分
の
市
町
村
が
調
査
未
着
手
又
は
調
査
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

被
害
額
は
今
後
増
加
す
る
見
込
み
だ
」
と
話
し
た
上
で
、
農
水
省
の
取
組

に
つ
い
て
、
「
大
雨
の
備
え
と
し
て
、
農
業
用
ダ
ム
７
か
所
で
事
前
放
流

を
実
施
し
、
洪
水
被
害
の
防
止
・
軽
減
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
被
災
地

に
延
べ
83
名
の
職
員
を
派
遣
し
、
現
地
調
査
や
技
術
支
援
等
を
実
施
し
て

お
り
、
農
業
用
施
設
へ
の
被
害
の
あ
っ
た
広
島
県
・
福
岡
県
で
は
、
農
水

省
の
応
急
排
水
ポ
ン
プ
を
活
用
し
た
職
員
に
よ
る
排
水
作
業
を
行
っ
て
い

る
」
と
説
明
、
「
農
水
省
と
し
て
は
、
引
き
続
き
現
地
と
の
連
絡
を
密
に

し
な
が
ら
、
被
害
状
況
を
速
や
か
に
把
握
し
た
上
で
、
農
林
水
産
業
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

農
水
省
に
よ
れ
ば
、
農
林
水
産
関
係
の
被
害
は
20
日
13
時
30
分
現
在
で
、
〈
た
め

池
・
ダ
ム
等
の
被
害
〉
に
つ
い
て
は
、
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
市
町
村
に
お

け
る
点
検
対
象
の
防
災
重
点
た
め
池
２
１
８
２
か
所
に
対
し
、
警
報
が
解
除
さ
れ
た

と
こ
ろ
か
ら
緊
急
点
検
を
実
施
、
１
６
１
１
か
所
で
点
検
が
済
み
、
広
島
で
１
件
、

佐
賀
で
２
件
貯
水
池
へ
の
土
砂
流
入
（
大
型
土
嚢
に
よ
る
濁
水
流
入
防
止
措
置
済
み

又
は
低
水
管
理
中
）
、
佐
賀
で
１
件
堤
体
下
流
法
面
の
損
傷
（
損
傷
箇
所
保
護
済
み
、

水
位
低
下
作
業
中
）
、
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
上
記
以
外
の
防
災
重
点
た
め
池
18
か

所
（
長
野
、
大
阪
、
和
歌
山
、
島
根
、
広
島
、
愛
媛
、
福
岡
、
熊
本
、
大
分
）
で
損

傷
が
確
認
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
応
急
措
置
済
み
又
は
水
位
低
下
作
業
中
。

〈
農
作
物
等
の
被
害
〉
で
は
被
害
額
９
５
・
３
億
円
。
こ
の
う
ち
、
農
作
物
等
で

は
農
作
物
等
が
12
県
で
被
害
数
１
６
９
５
・
３
ha
、
被
害
額
０
・
６
億
円
、
農
業
用

ハ
ウ
ス
等
が
２
件
、
農
業
用
倉
庫
・
処
理
加
工
施
設
等
１
件
、
農
地
・
農
業
用
施
設

関
係
で
は
、
農
地
の
損
壊
が
28
府
県
で
９
６
３
か
所
１
０
・
５
億
円
、
農
業
用
施
設

等
が
27
府
県
で
７
６
５
か
所
１
１
・
８
億
円
の
計
２
２
・
３
億
円
の
被
害
。
林
野
関

係
は
林
地
荒
廃
、
林
道
施
設
等
で
７
２
・
４
億
円
の
被
害
と
な
っ
た
。
水
産
関
係
で

は
漁
港
施
設
等
で
２
漁
港
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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◆
「
国
内
景
気
の
本
格
回
復
入
り
は
22
年
度
入
り
後
に
ず
れ
込
み
」
＝
農
中
総
研
改
訂
経
済
見
通
し

◆

㈱
農
林
中
金
総
合
研
究
所
は
19
日
、
「
２
０
２
１
～
２
２
年
度
改
訂
経
済
見
通
し
」

を
公
表
し
た
。
21
年
度
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
３
・
０
％
（
前
回
〔
６
月
〕
予
測

か
ら
下
方
修
正
）
、
22
年
度
は
２
・
８
％
（
上
方
修
正
）
と
予
測
し
た
。

改
訂
経
済
見
通
し
で
は
、
「
２
０
２
１
年
度
入
り
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
が
続
い
て
お
り
、
断
続
的
に
『
緊
急
事
態
宣
言
』
や
『
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
』
が
出
さ
れ
る
中
、
４
～
６
月
期
は
２
四
半
期
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
成
長

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
20
年
10
～
12
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
水
準
は
下
回
る
な
ど
、
21

年
前
半
は
足
踏
み
状
態
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
足
元
で
回
復
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
欧

米
主
要
国
か
ら
の
出
遅
れ
感
が
意
識
さ
れ
る
内
容
だ
っ
た
」
「
４
回
目
の
緊
急
事
態

宣
言
の
下
、
感
染
急
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
そ
の
対
象
地
域
は
順
次
拡
大
、

期
限
延
長
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
消
費
へ
の
悪
影
響
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
半
面
、
海
外
の
景
気
回
復
を
受
け
て
輸
出
が
増
勢
を
強
め
て
い
る
ほ
か
、
企
業

の
設
備
投
資
意
欲
も
堅
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
内
景
気
は
持
ち
直
し
を
続
け
て
い

る
と
い
え
る
」
「
国
内
で
も
コ
ロ
ナ
・
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
進
ん
で
い
る
が
、
変
異

ウ
イ
ル
ス
（
デ
ル
タ
株
）
に
対
す
る
有
効
性
の
低
下
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

ラ
ム
ダ
株
な
ど
の
流
行
可
能
性
を
踏
ま
え
る
と
、
21
年
度
下
期
も
景
気
回
復
ペ
ー
ス

は
感
染
状
況
に
左
右
さ
れ
、
『
ス
ト
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
』
の
状
態
が
続
く
も
の

と
想
定
さ
れ
る
。
国
内
景
気
の
本
格
回
復
入
り
は
22
年
度
入
り
後
に
ず
れ
込
み
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
直
近
ピ
ー
ク
水
準
（
19
年
７
～
９
月
期
）
の
回
復
は
22
年
度
下
期
ま
で
は
難

し
い
だ
ろ
う
」
と
概
要
を
ま
と
め
て
い
る
。

◆
農
水
省
等
が
今
秋
、
サ
ス
テ
ナ
ウ
ィ
ー
ク
を
開
催
し
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
Ｐ
Ｒ

◆

農
水
・
環
境
両
省
、
消
費
者
庁
は
「
あ
ふ
の
環
（
わ
）
２
０
３
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
食
と
農
林
水
産
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
考
え
る
」
の
取
組
の
一
環
と
し
て
９

月
18
日
～
28
日
、
サ
ス
テ
ナ
ウ
ィ
ー
ク
「
未
来
に
つ
な
が
る
お
か
い
も
の
」
を
実
施

す
る
。
「
あ
ふ
の
環
２
０
３
０
」
参
画

企
業
等
と
と
も
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

取
組
を
発
信
、
店
頭
等
で
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
で
、
「
見
た
目
重
視
か
ら
持
続
性
重

視
の
お
か
い
も
の
」
が
増
え
る
こ
と
を

目
指
す
。

具
体
的
に
は
、
東
京
・
港
区
のI

T
O

C
H
U

S
D
G
s

S
T
U
D
I
O

で
、
「
見
た
目
重

視
か
ら
持
続
性
重
視
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
９
月
17
日
に
、
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あ
ふ
の
環
２
０
３
０
…
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
２
０
３
０
年
ま
で
の
達
成
を
目

指
し
、
持
続
可
能
な
消
費
を
広
め
る
た
め
の
活
動
を

推
進
す
る
農
水
省
、
消
費
者
庁
、
環
境
省
の
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
「
ス
ペ
ン
ド
シ
フ
ト
～
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
を
日
常
に
、
エ
シ
カ
ル
を
当
た
り
前
に
！
」
を
合

言
葉
に
、
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
連
携
を
促
進
し
、
今
の
世
代
だ
け
で
な
く
次
の
世

代
も
豊
か
に
暮
ら
せ
る
未
来
を
創
る
こ
と
を
目
指
し
、

勉
強
会
や
交
流
会
な
ど
の
実
施
、
個
々
の
メ
ン
バ
ー

の
取
組
の
発
信
等
を
行
っ
て
い
る
。



体
験
型
企
画
展
示
を
９
月
18
日
～
10
月
10
日
に
行
う
。

ま
た
、
「
あ
ふ
の
環
２
０
３
０
」
メ
ン
バ
ー
の
団
体
や
企
業
が
各
地
で
催
し
を
行

う
。
こ
の
う
ち
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
中
が
９
月
10
日
～
10
月
４
日
、
直

売
所
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
！
「
＃
国
消
国
産
」
ク
イ
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
ま
た
、

A
g
V
e
n
t
u
r
e

L
a
b

は
、
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る
／
『
食
べ
て
解
決
フ
ー
ド
ロ
ス
！
』
」

「
畑
と
食
卓
を
つ
な
げ
る
―G

O
O
D

E
A
R
T
H

M
E
E
T
I
N
G

」
等
を
行
う
予
定
。

◆
野
上
農
相
と
デ
ン
マ
ー
ク
農
相
が
国
連
食
料
シ
ス
テ
ム
サ
ミ
ッ
ト
の
意
見
交
換
◆

野
上
浩
太
郎
農
相
は
こ
の
ほ
ど
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ラ

ス
ム
ス
・
プ
レ
ー
ン
食
料
・
農
業
・
漁
業
大
臣
と
会
談

し
、
今
年
９
月
に
開
催
さ
れ
る
国
連
食
料
シ
ス
テ
ム
サ

ミ
ッ
ト
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
た
〔
写
真
〕
。

野
上
農
相
は
「
日
本
と
貴
国
は
強
固
な
経
済
関
係
を

構
築
し
て
お
り
、
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
も
と
で
両
国
に

お
け
る
農
林
水
産
分
野
に
お
け
る
関
係
も
良
好
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
両
国
は
良
好
な
協
力
関
係
を
継
続
し
て
き

た
が
、
今
日
を
機
に
両
国
の
関
係
を
更
に
高
め
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

農
水
省
に
よ
る
と
会
談
で
は
、
持
続
可
能
な
食
料
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
開
催
さ
れ
る
国
連
食
料
シ
ス

テ
ム
サ
ミ
ッ
ト
に
関
す
る
意
見
交
換
と
と
も
に
、
野
上

農
相
か
ら
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
と
国
連
食
料
シ
ス
テ
ム
サ
ミ
ッ
ト
プ

レ
サ
ミ
ッ
ト
で
の
議
論
の
紹
介
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
日
本
産
食
品
の
放
射
性
物
質
に
係

る
輸
入
規
制
の
早
期
撤
廃
に
つ
い
て
の
要
請
が
行
わ
れ
た
。
プ
レ
ー
ン
農
相
か
ら
は
、

Ａ
Ｓ
Ｆ
（
ア
フ
リ
カ
豚
熱
）
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
話
が
あ
っ
た
。

◆
全
国
農
協
保
証
セ
ン
タ
ー
◆

（
一
社
）
全
国
農
協
保
証
セ
ン
タ
ー
は
20
日
に

開
い
た
臨
時
総
会
で
役
員
の
補
欠
選
任
を
行
い
、
理
事
に
中
西
庄
次
郎
氏
（
徳
島
県

農
業
信
用
基
金
協
会
会
長
理
事
）
を
新
た
に
選
任
し
た
。
港
義
弘
理
事
は
退
任
。

◆
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
◆
 

（
一
財
）
ア
ジ
ア
農
業
協
同
組
合
振
興
機
関
（
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
）

は
20
日
に
開
い
た
評
議
員
会
・
理
事
会
で
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
を
行
い
、

中
家
徹
理
事
長
（
Ｊ
Ａ
全
中
会
長
）
、
小
林
寛
史
常
務
理
事
ら
を
再
任
し
た
。
ま
た
、

新
た
に
代
田
正
治
氏
（
Ｊ
Ａ
共
済
連
常
務
理
事
）
を
理
事
に
、
河
地
尚
之
氏
（
家
の

光
協
会
代
表
理
事
専
務
）
を
監
事
に
、
柚
木
茂
夫
（
全
国
農
業
会
議
所
専
務
理
事
）
・

中
平
和
典
（
全
漁
連
専
務
理
事
）
両
氏
を
評
議
員
に
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
。
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◆
ベ
ル
グ
ア
ー
ス
が
園
芸
資
材
会
社
を
子
会
社
と
す
る
経
営
統
合
で
基
本
合
意
◆

ベ
ル
グ
ア
ー
ス
㈱
（
愛
媛
県
宇
和
島
市
）
は
10
日
、
伊
予
農
産
㈲
（
愛
媛
県
松
山

市
）
と
経
営
統
合
に
向
け
た
基
本
合
意
書
を
締
結
し
た
。
ベ
ル
グ
ア
ー
ス
が
伊
予
農

産
を
完
全
子
会
社
と
す
る
経
営
統
合
で
、
最
終
契
約
締
結
日
は
10
月
、
経
営
統
合
の

効
力
発
生
日
は
11
月
を
予
定
す
る
。

伊
予
農
産
は
、
愛
媛
県
内
の
Ｊ
Ａ
や
種
苗
メ
ー
カ
ー
等
を
取
引
先
に
種
子
・
苗
・

農
園
芸
資
材
卸
を
営
む
企
業
。
ベ
ル
グ
ア
ー
ス
は
設
立
時
か
ら
同
社
と
野
菜
苗
や
農

業
資
材
の
取
引
を
行
っ
て
お
り
、
主
要
な
取
引
先
の
一
つ
だ
っ
た
。

ベ
ル
グ
ア
ー
ス
は
昨
年
12
月
に
公
表
し
た
中
期
経
営
目
標
に
お
い
て
、
①
苗
事
業

の
更
な
る
拡
大
及
び
強
化
、
②
事
業
の
多
角
化
・
多
品
目
化
に
よ
る
事
業
領
域
の
深

化
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
事
業
拡
大
、
の
３
つ
の
戦
略
を
掲
げ
て
お
り
、
今
回

の
経
営
統
合
は
両
社
の
購
買
力
と
営
業
基
盤
を
強
化
し
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
狙

い
。今

回
の
経
営
統
合
に
つ
い
て
「
設
立
か
ら
73
年
の
歴
史
を
持
ち
、
種
苗
業
界
で
長

年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
た
農
園
芸
資
材
の
知
見
、
蓄
積
さ
れ
た
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

あ
る
伊
予
農
産
と
の
経
営
統
合
に
よ
り
、
当
社
の
掲
げ
る
成
長
戦
略
を
加
速
さ
せ
、

中
期
経
営
目
標
の
達
成
に
向
け
、
更
な
る
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
る
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。

◆
気
候
変
動
を
考
慮
し
た
飢
餓
リ
ス
ク
算
定
＝
農
研
機
構
等
◆

京
都
大
、
立
命

館
大
、
農
研
機
構
、
国
立
環
境
研
究
所
に
よ
る
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
将
来
の
不
確
実

性
を
考
慮
に
入
れ
た
飢
餓
リ
ス
ク
と
そ
の
対
応
策
を
算
定
し
た
。

今
回
、
研
究
グ
ル
ー
プ
は
作
物
モ
デ
ル
と
将
来
の
気
候
の
不
確
実
性
を
考
慮
に
入

れ
て
、
極
端
な
気
象
現
象
が
将
来
の
食
料
安
全
保
障
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
将

来
予
測
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
社
会
経
済
的
な
変
化
の
み
を
考
慮
し
、
気
候

が
現
状
の
ま
ま
だ
と
仮
定
し
た
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
飢
餓
リ
ス
ク
人
口

は
２
０
５
０
年
に
３
億
６
０
０
０
万
人
と
推
計
。
そ
こ
か
ら
「
温
暖
化
対
策
を
行
わ

な
か
っ
た
ケ
ー
ス
」
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
実
施
し
「
温
暖
化
対
策
を
最
大
限
行
っ

た
ケ
ー
ス
（
パ
リ
協
定
の
２
℃
目
標
相
当
）
」
に
つ
い
て
飢
餓
リ
ス
ク
人
口
を
推
計

し
、
①
温
暖
化
対
策
な
し
ケ
ー
ス
と
最
大
限
対
策
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
で
の
飢
餓
リ
ス

ク
人
口
の
中
位
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
４
億
４
０
０
０
万
人
、
４
億
人
と
推
計
、
②
２
０

５
０
年
時
点
で
１
０
０
年
に
１
度
程
度
の
頻
度
の
非
常
に
強
い
不
作
が
発
生
す
る
と
、

飢
餓
リ
ス
ク
人
口
は
温
暖
化
対
策
な
し
ケ
ー
ス
と
温
暖
化
対
策
を
最
大
限
行
っ
た
ケ
ー

ス
で
そ
れ
ぞ
れ
６
億
人
、
５
億
３
０
０
０
万
人
、
③
気
候
や
気
候
へ
の
作
物
の
応
答

に
由
来
す
る
飢
餓
リ
ス
ク
人
口
の
不
確
実
性
は
、
温
暖
化
対
策
な
し
ケ
ー
ス
で
は
温

暖
化
対
策
を
最
大
限
実
施
し
た
ケ
ー
ス
に
比
較
し
て
大
き
く
な
る
、
と
し
た
。
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【
汎
用
化
し
た
水
田
を
活
用
し
、
景
観
形
成
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
】
（
愛
知
・

刈
谷
市
）
。
▼
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
に
よ
り
排
水
改
良
を
実
施
、
排
水
不
良
の

水
田
を
輪
換
耕
地
に
転
換
し
効
率
的
な
営
農
を
実
現
、
▼
整
備
し
た
輪
換
耕
地
で
、

小
麦
の
収
穫
後
、
地
域
の
共
同
活
動
に
よ
り
コ
ス
モ
ス
を
植
栽
し
、
「
コ
ス
モ
ス
ま

つ
り
」
を
開
催
、
▼
活
動
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
遠
方
か
ら
の

訪
問
者
が
増
加
。
地
域
の
活
力
が
更
に
向
上
、
▼
農
地
に
接
す
る
機
会
が
増
え
る
こ

と
で
、
地
域
住
民
の
農
業
・
農
村
に
対
す
る
意
識
が
向
上
。
〔
取
組
前
〕
二
級
河
川

境
川
・
猿
渡
川
に
挟
ま
れ
た
低
平
地
に
広
が
る
水
田
地
帯
で
、
排
水
不
良
に
よ
り
営

農
に
苦
慮
。
ま
た
、
都
市
住
民
と
の
混
住
化
が
進
む
な
か
、
地
域
住
民
と
農
地
や
農

業
用
施
設
と
の
関
わ
り
が
希
薄
化
し
、
ゴ
ミ
の
投
棄
が
増
え
る
な
ど
農
地
の
維
持
管

理
に
支
障
。
〔
取
組
内
容
〕
▼
県
営
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
排
水
改
良
等

に
よ
り
水
田
を
汎
用
化
。
転
作
作
物
（
小
麦
）
を
導
入
し
、
高
度
な
土
地
利
用
を
実

現
、
▼
平
成
19
年
度
に
「
元
刈
谷
環
境
保
全
会
」
を
立
ち
上
げ
、
活
動
を
開
始
、
▼

地
域
の
共
同
活
動
の
一
環
と
し
て
、
整
備
し
た
輪
換
耕
地
を
活
用
し
た
コ
ス
モ
ス
に

よ
る
景
観
形
成
や
、
地
域
内
の
小
学
校
で
の
稲
作
学
習
の
取
り
組
み
を
開
始
。
〔
取

組
後
〕
▼
水
田
の
汎
用
化
に
よ
り
、
愛
知
県
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
で
あ
る
小
麦
「
き
ぬ

あ
か
り
」
の
栽
培
を
行
い
販
売
額
が
増
加
、
▼
コ
ス
モ
ス
の
植
栽
に
よ
り
住
民
の
来

訪
が
始
ま
り
、
コ
ス
モ
ス
畑
は
地
域
の
風
景
と
し
て
定
着
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
コ

ス
モ
ス
ま
つ
り
」
は
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
、
▼
農
家
住
民
が
減
少
す
る
な

か
で
地
域
全
体
で
農
業
・
農
村
を
守
る
意
識
が
向
上
。

【
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
村
体
験
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
】
（
三
重
・
多
気

町
）
。
▼
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
農
業
用
水
路
「
立
梅
用
水
」
の
改
修
を
契
機
に
水

路
沿
い
に
あ
じ
さ
い
を
植
栽
、
▼
あ
わ
せ
て
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
地

域
資
源
の
保
存
。
そ
の
資
源
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
展
開
、
▼
訪
日

外
国
人
や
都
市
住
民
向
け
の
農
村
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
農
泊
に
よ
る
都
市

農
村
交
流
を
加
速
化
。
〔
取
組
前
〕
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
農
業
用
水
路
「
立
梅
用

水
」
の
老
朽
化
。
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
混
住
化
に
よ
る
農
村
協
働
力
（
地
域
の
絆

力
）
」
の
衰
退
。
〔
取
組
内
容
〕
▼
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
Ｓ
63
～
Ｈ
６
）
で

幹
線
用
水
路
等
の
改
修
な
ど
基
盤
整
備
の
実
施
、
▼
立
梅
用
水
型
小
水
力
発
電
実
験

調
査
事
業
（
Ｈ
24
）
で
産
官
学
民
の
連
携
事
業
と
し
て
地
産
地
消
型
小
水
力
発
電

「
彦
電
」
を
研
究
開
発
、
▼
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
で
、
用
水
路
の
維
持
管
理
、

立
梅
用
水
全
線
と
田
ん
ぼ
の
周
辺
に
植
栽
さ
れ
た
あ
じ
さ
い
の
管
理
を
実
施
。
〔
取

組
後
〕
▼
大
師
の
里
彦
左
衛
門
の
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
の
開
催
に
よ
り
、
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
や
直
売
所
な
ど
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
６
次
産
業
化
施
設
な
ど
と
と
も
に
に

ぎ
わ
う
、
▼
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
開
業
で
、
地
域
で
獲
れ
た
新
鮮
な
野
菜
、
米
、
大

豆
な
ど
を
、
お
年
寄
り
の
持
つ
調
理
技
術
を
活
か
し
て
提
供
。
味
噌
、
豆
腐
な
ど
の

生
産
販
売
、
雇
用
の
確
保
、
県
外
か
ら
の
来
訪
者
と
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
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時
代
変
化
に
ア
ン
テ
ナ
高
く
、
柔
軟
な
対
応
力
と
専
門
性
を

Ｊ
Ａ
共
済
総
合
研
究
所
理
事
長
に
就
任
し
た

吉
村

馨
さ
ん

６
月
、
Ｊ
Ａ
共
済
総
合
研
究
所
の
理
事
長
に
就
任

し
た
。
も
と
は
農
水
省
で
国
際
関
連
部
署
と
地
域
政

策
や
農
村
振
興
の
分
野
を
長
く
担
当
し
て
き
た
。
同

研
究
所
の
大
き
な
目
的
は
、
農
山
漁
村
住
民
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
。
そ
の
流

れ
の
な
か
で
地
方
活
性
化
に
関
す
る
調
査
研
究
に
も
取
組
ん
で
い
る
。

「
農
水
省
が
『
産
業
政
策
と
地
域
政
策
を
車
の
両
輪
と
し
て
』
と
言
い
出

し
て
久
し
い
が
、
地
域
政
策
に
長
く
携
わ
っ
た
自
分
は
自
称
〝
地
域
政
策

の
第
一
人
者
〟
。
そ
う
し
た
分
野
で
も
こ
の
研
究
所
の
役
に
た
て
れ
ば
」

と
役
割
を
受
け
止
め
る
。

現
下
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
食
料
・
農
業
・
農
村
の
最
重
要
課
題
を
「
飢
餓

人
口
の
増
大
」
と
捉
え
る
。
「
コ
ロ
ナ
禍
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
大
き

く
寸
断
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
に
お
け
る
課

題
も
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
と
国
内
の
課
題
の
両

方
を
念
頭
に
、
取
組
み
を
す
す
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
取

り
巻
く
環
境
を
踏
ま
え
る
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
成
り
立
つ
協
同
組
合
の
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
人
に
会
い
に
行
く
こ
と
が
難
し
い
情
況
に
あ
る
が
、
そ
う
し
た
な
か
で

も
Ｊ
Ａ
共
済
事
業
は
「
こ
れ
ま
で
の
長
年
の
積
み
重
ね
が
効
用
し
、
比
較

的
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
」
と
捉
え
る
。
し
か
し
、
「
非
連
続
的
変
化

の
時
代
と
言
わ
れ
る
先
が
読
み
に
く
い
社
会
に
あ
っ
て
、
〝
柔
軟
な
対
応

力
と
専
門
性
〟
が
重
要
」
と
語
る
。
「
当
研
究
所
も
Ｊ
Ａ
共
済
連
や
Ｊ
Ａ

の
み
な
さ
ん
の
負
託
を
受
け
て
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
時
代
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
一
方
、
専
門
性
は
「
外

部
や
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
変
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
分
野
で
あ
り
、
事
業

と
一
歩
離
れ
た
研
究
所
と
い
う
立
場
だ
か
ら
こ
そ
持
て
る
専
門
性
を
着
実

に
活
か
し
、
当
研
究
所
な
ら
で
は
の
調
査
研
究
を
す
す
め
て
い
き
た
い
」

と
、
調
査
研
究
の
基
本
姿
勢
を
確
認
す
る
。

「
こ
の
２
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
で
培
っ

て
き
た
経
験
や
人
的
関
係
も
活
か
し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
各
研
究
機
関
と
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も
連
携
を
強
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
発
揮
し
な
が
ら
共
に
で
き
る

こ
と
は
一
緒
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
、
Ｊ
Ａ
共
済
総
研
の
こ
れ
か
ら

の
姿
を
思
い
描
く
。

ガ
ー
ナ
大
使
時
代
、
現
地
で
剣
道
教
室
も

昭
和
30
年
、
東
京
・
両

国
に
生
ま
れ
豊
田
市
で
育
つ
。
当
時
の
中
央
線
の
周
り
は
水
田
地
帯
で

「
虫
取
り
や
ド
ジ
ョ
ウ
取
り
な
ど
を
し
て
」
幼
い
頃
を
過
ご
す
。
中
学
高

校
と
剣
道
に
打
ち
込
み
、
東
大
法
学
部
に
進
ん
で
か
ら
も
剣
道
中
心
の
毎

日
を
送
る
。

「
日
本
や
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
住
み
仕
事
を
し
た
い
。
そ
の
意

味
で
は
地
域
の
農
業
生
産
か
ら
国
際
的
な
穀
物
需
給
ま
で
、
一
つ
の
線
で

繋
が
っ
て
い
る
農
林
水
産
省
は
い
ろ
い
ろ
な
所
で
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
で

き
る
の
で
は
」
と
、
53
年
入
省
。
振
り
返
る
と
、
沖
永
良
部
島
や
熊
本
か

ら
ワ
シ
ン
ト
ン
や
ガ
ー
ナ
ま
で
、
「
そ
の
時
の
思
い
は
、
割
と
叶
っ
た
の

か
な
」
と
。

入
省
間
も
な
い
頃
の
沖
永
良
部
島
の
和
泊
町
役
場
へ
２
年
間
出
向
は
、

「
社
会
人
と
し
て
仕
事
を
し
て
き
た
な
か
で
一
番
楽
し
か
っ
た
」
。
食
品

流
通
局
品
質
課
長
時
代
に
は
、
生
鮮
食
品
の
原
産
地
表
示
や
有
機
食
品
の

表
示
と
認
証
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
表
示
な
ど
の
制
度
を
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
を

改
正
し
て
施
行
し
た
。

平
成
７
年
在
ア
メ
リ
カ
日
本
大
使
館
参
事
官
、
13
年
農
村
振
興
局
農
村

政
策
課
長
、
16
年
大
臣
官
房
審
議
官
（
国
際
）
、
17
年
同
国
際
部
長
、
20

年
同
総
括
審
議
官
（
国
際
）
、
21
年
農
村
振
興
局
長
、
23
年
九
州
農
政
局

長
、
26
年
農
林
水
産
政
策
研
究
所
長
を
歴
任
し
駐
ガ
ー
ナ
国
大
使
に
。
ガ
ー

ナ
で
は
剣
道
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
週
に
１
度
地
元
民
を
集
め
て
剣
道
教

室
を
開
い
た
。
帰
国
後
退
官
し
、
平
成
30
年
か
ら
農
林
中
金
の
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
３
年
間
務
め
、
現
職
。

地
域
政
策
の
講
演
な
ど
で
は
、
よ
く
柳
田
国
男
の
「
遠
野
物
語
」
を
例

に
引
く
。
「
柳
田
国
男
の
偉
い
と
こ
ろ
は
、
地
域
に
伝
わ
る
民
話
等
の
収

集
に
と
ど
ま
ら
ず
民
俗
学
と
い
う
学
問
に
し
た
点
。
地
域
政
策
も
現
場
に

学
ぶ
こ
と
は
重
要
だ
が
、
現
地
の
い
ろ
い
ろ
な
取
組
み
を
集
め
る
こ
と
で

終
わ
り
に
せ
ず
何
ら
か
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
、
自
戒
の
念
も
込
め
て
強
調
す
る
。

２
人
の
子
息
は
独
立
し
夫
人
と
２
人
暮
ら
し
。
今
も
剣
道
に
励
む
が

「
好
き
な
旅
行
は
コ
ロ
ナ
禍
で
お
預
け
」
。
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